



















































て60歳未満群 (82人、 50.6:! 0.9歳)と 60歳以上群 (80入、 66.5:! 0.5歳)の 2群に分け、それぞれの群
内でACTN3R577X遺伝子型による比較を行った。
課題2では、中高齢女性における ACTN3R577X遺伝子多型と筋力トレーニング効果との関係を明らかに
するため、 60歳以上の中高齢女性を対象に 3つの実験を行った(実験2-4)0実験2では、 ACTN3R577X遺
伝子多型が筋力トレーニングによる筋量の増大の割合に影響を与えるか否かを明らかにするため、 30人の
中高齢女性(平均年齢64.0土 2.9歳)に対して、下肢を中心とした 4種目の中高強度の筋力トレーニング (65














した大腿部筋CSAに有意差がみられ、 xx型がRR&RX型よりも有意に小さかった (XX型:67.8 :t 2.0 cm~、
RR&RX型:72.5 :t 1.2 crn之、 P= 0.049)。
実験2では、12週間の介入後における RR&RX型とxx型の大腿部筋CSAが、介入前と比較して共に約 3%
増加していた。
実験3では、 6か月間の介入後における RR&RX型と XX型の大腿部筋CSAが、介入前と比較してそれぞ






















平成 24年 1月 16B、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
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関連事項について質疑応答を行いー、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(スポーツ医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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